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1．研究の 目的

（1）研 究の 背景

　 1953 年に 学校図書館 法が 制定 され 、 学校
には 学校図書館 を設 け る こ と 、 学校 図書館 は、

児童 ・生徒、教員 の 利用 に供する こ と、学校

には司書教諭 を置く こ と 、 国は学校 図書館 を

整備 充実す る こ と、国庫に よ る学校 図書館 整

備 の 補助をす る こ と とい うこ とが言 われ な

が ら、その 十分 な実現 に は多 く の 年月 を要 し

て きた 。 しか し、1990 年 代以降、大 きな変

化 が 生 じて い る。

1 ）学校 図書館 の 整備充実

　 工993 年 に公 立小 中学校の 学校 図書館 の 蔵

書 量の 基準 「学校図書館 図書標準」 が 定 めら

れ た こ とを端著に、4 度に わ た っ て 「学校図

書館図書整備 5 ヶ 年計画 」が 実施され て きた。

その 後 、1997年 に学校図 書館法が 改正 され、
12 学級以 上 の 学校 へ の 司書教諭 の 設 置が義
務づ け られ た 。

2）子 どもや大人 の 読書活動 の 推進

　
一方 、読書の 推進活 動 として 、 2000 年 に

は 子 ども読 書年 と して 各種 の 行事が行われ 、

ま た 2009 年に は国民読書年 とし て さらに大

きな活 動が 展開 されて い る。さらに法制 定の

動 き と し て 、2001 年 の 「子 ども の 読書活動
の 推進 に関す る法律」 で は 、各 地方 自治体が

読書推進 計画 の 策定に 努め て 、読書の 推進 を

図 る こ とを定めた （第 9 条）。　 ま た 、2005

年 の 文 字 ・活字文化 振興法で は 、 子 ど もだ け

で な く成人 の 読 書の 推進 も 図 る こ とが 提 唱

された 。2008 年 に閣議決定 された 「子 ども

の 読書活動推進 に関す る基本 的な計画」で は、
学校図書館 の 機能 と して 「読 書セ ン ター

」と 、

「学習情報セ ン タ
ー

」 と い う 2 っ の 機能が 挙

げ られ て い る 。

3 ）言語活動 の 充 実を図 る学習指導要領

　さ らに、2009 年に 改訂 された新 たな学習

指導要領で は 、小 ・中学、高校で 、各教科等
で 言語活 動 を充実す る こ とや そ の た め に 学

校図書館 の 計画的利用 とそ の機能の 活 用 、 生

徒 の 主体的、意欲的な学習活動や 読書活動 を

充実す る こ とが加 え られた。
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　 これ らの
一

連 の 政策 に よ っ て 、学校で の 読

書活動や、司書教諭の 発令 、 学校図書館担当

職員 の 配置 な どに つ い て は
一定 の 改善が 見

られ た もの の
、 学校段 階が進 む ご とに読書離

れ が進む 傾 向が ある こ と、地 域や学校 間に取

り組 み の 格差が あ る こ と、図書館資料 の 整備

が不 十分 で あ るこ とが指摘 されて い る （文 部

科学省 「第三 次子 ども の 読書活動 の 推進 に関

す る基本的な計画」 2013）。また、少子 化 の

進む 現状 で 学校規模 が縮小す る 中、司 書教諭
が 12 学級以 上 に の み 設置 とい う枠組み設定

の 問題 も生 じつ つ ある。

（2）研究 の 特色 とね らい

　こ の 読書活動 の 推進 や学校 図書館活用 の

促進 を図 る教育政策 の 動向に対 し、学校 図書

館活用 の 現状や課題 を探 る研 究 として は 、 学
校 を対 象 と し た 学校 図 書館 利 用調 査 や児
童 ・生 徒 の 読書活動調査研 究が主 とな っ て い

た 。 しか し、学校 図書館 の 活 用 を 図る上 で 、

最 も重要 な教育主 体で あ る教 員 に つ い て の

調査研究 はほ とん ど行われて い ない
。 そ こで 、

本研 究 で は教 員 の 読書活 動 と読書指導その

もの に焦点 を当て る こ とに した 。

　本 報告で は、報告者 2名が携わ っ た独 立行

政法人青少年教育振興機構 の 「子 ど も の 読書

活動 の 推進 と人 材育成」 （2011〜12年度）調

査 の うち 、小 ・中学校 、高校 、 学校図書館担

当者 を対 象と した教員調査 の 結果 か ら、教員

自身 の 読 書活 動 と読書指 導の 実態 を明 らか

に し、そ の 活動 と指導 に、学校全体 の 取 り組
み 、 教員の 属性 や経歴 、研修 経験等の 社会

的・個人 的要 因が ど の よ うな影 響 を及 ぼす か

を考察す る 。

2　 調査 の 方法

本調査 で は、次 の 三種類 の 調査 を行 っ た 。

（1）学校組織調査 ：児童 ・生徒 の 読書環境で あ

る学校環境に つ い て 、学校や学校 図書館の 状

況等を調査 した 。 調査 対象は 、全国か ら人 口

規模 の分布に応 じて抽出した小学校、中学校 、

高校、各 2000 校を対象 と し て 、各校 の 校長
また は 副校長 （教頭 ）に よ り回答 を得 る もの
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　と した。

（2）教曼調査 ：上記の 対象校 の うち、学年主任

　を主 とす る か主任 が い ない 場合学年担 当の

教員が 回答 を行 っ た もの 。 小 学校 は 1 学年

　 （低〉、3 学年 （中）、6 学年 （高） の学年主

任教諭、中学校は 2 学年の 学年主任教諭 、 高

等学校 は 2 学年の 学年主任 教諭 を対象。

（3）学校図書館担 当教員調 査 ：上記の 対象校の

　うち、学校 図書館担当教員 また は司書教諭か

　ら回答 を得 た もの
。

　本調査 は学校単位で行 い 、1校 に っ き小学

校 5 名、中学校 3 名 、高等学校 3 名か らの 回

答を得 る 。 対 象校 の 選定は 、47 都道府 県 ・

政令市 ・市区町村の 教育委員 会 ・学校 の WEB
ペ ー ジ よ りメ ール ア ド レ ス が公 開 され て い

る学校 リス トを作成 、リス トか ら人 口規模に

応 じた抽 出を行 っ た。

　調 査 方法は ウ ェ ブア ン ケー ト調 査 で あ る

（調査対象校 に依頼 文 と WEB 画 面 の ア ドレ

ス と ID、
パ ス ワ ー ドを記載 した 文書を メ

ー

ル 送信 し、調 査 を実施）。回収数 は それ ぞ れ 、

小学校 572 件 （回収率 28．6％）、中学校 578

件 （28．9％ ）、高等学校 537 件 （26．9°／。 ）計 1687

件 で あ っ た 。 教員 ご と の 回収 率は 属性 ご とに

異 な る もの の 概ね 1／4 程度、回答数は 小 学校

教員 2051 名 、中学校 1127名 、 高校 1050名 、

計 4228名 （図書館担当教員 1617名含む）と

な っ た 。

3 ．学校 組織 調査 の結果

　対 象 とな っ た学校の 司書教諭の 配 置状況

をみ る と、小 学校 で は配置 して い るが 60．4％、

して い ない が 39．6％と なっ た 。
12 学級 以上

の 学校で は 88．3％ に配置 、
11 学級 以 下で は

3L2 ％に配置 。 また 、中学校で は、59．4％が

配置、40．6％に い ない
。 12学級以上 の 学校で

は 92．3％が 配置、 ll学級 以下 の 学校 で は

29．9％に し か 配置 され て い な い
。 高校 で は

70．9％に配置 され て い る 。 各学校で 司書教諭

が い る場合 、 半数近 くの 学校が 学校図書館を

担 当 して い る 。 文部科学省 の 2012 年度学校

図書館調査の 結果 で は 、小 学校 で の 配置率 は

64．6％だが 、12学級以上が 99．6％で あるの に

対 し、11学級以 下で は 23．9 °

／・ とな っ て い る 。

また、中学校で の 配 置率は 61．2％ だが 、12

学級以 上 で は 98．4％だが 11 学級以下で は

27．4％ とな っ て い る。

　司書教諭 とは別 に、学校司書 、 学校 図書館

支援員 な ど学校 図書館 担当職員 の 配置 状況

を尋ね た結果で は 、 小 学校で は 54．7°

／・ 、中学

校 で 55．2％、高校で 69．9％に置かれ て い る。

ただ し、小学校や 中学校 の 場合は常勤職員が

19°

／。
〜23°

／。に過 ぎず、半数近 くが学校図書館

支援員 とな っ て い る の に対 し、高校の 場合は

常勤職員 が 73％ とな っ て い る ，
こ の 職員が

配置 され て い る学校 で は 、授業時間、放課後、

業問休 み 、始業前 と学校図書館利用 の 時間帯が

大きく拡が る 。

　 図 1　学校 図書館 担 当職 員 配 置 校 と

　未 配 置校 にみ る開 館時間 帯

麟 間中 F 三 ww ・α ・％

　 放 課 後 　　　　　　　　　　　　　　　　66，7％

業間体み

朝の 始業 前

その 他

％

丁罹
o

3％
40，8％

35 ％
4フ％

■ 未

開館 して・な ・ i蹴

66．7％

■ 未配置 （N＝315）

□ 配 置 （N＝47勾

4 ，教員の 読書活動の 状況

　教員 の 読書活動 は、担 当す る教科 と学校段

階 によ っ て大き く異なる 。 高校 教員 は専 門書

や教養書 、新書な どの 本 を読み 、読後は 関連

書や さらに 内容 を調 べ た り、深 め た りす る
一

方、小 学校教員 は教育 関係の 専 門誌 を多 く読

み、本 に書 かれ た こ とを実践 し 、同僚や家族

に勧 め る傾向に あ る 。

表 I　lヶ 月 に 読 ん だ 本 （漫 画 ・雑 誌 を 除 く） の 冊 数

教員種別

小学校 中学校 高校 　 　担 当

　　　　教員

合計

0冊 6．7％ 6，0％ 7．1　 　　 2．75 ．1％
1−2冊 48，9％ 48．6％ 45．4　 　 34．943 ，0％
3−5冊 31、2％ 34．7％ 30．2　 　 38．234 ，2％
6−10 冊 9、1％ 7．5％ 12，0％　 14．6ll 　 4％

ll冊 以 上 4．2％ 3．2％ 5．3　 　　 9，66 ．3％

計 10D％ lOO％ 100 　　 　 100100 ％

表 2　 1 ヶ 月 に 読ん だ 教育や 教科 の 専 門 雑 誌の 冊数

教員種別

小 学校 中学校 高 校 担 当

教員

合計

0冊 17．7％ 24．1％ 33．929 ．825 邪

1−2冊 63．4％ 60．3％ 53．356 ．359 、0％
3−5冊 15．8％ ／4．1％ ll．212 ．313 ．了％
6−10冊 2．1％ 1．1％ 1．01 ．31 ．5％
11冊 以上 1，0％ 0．4％ D．60 ．3D ．6％

計 100％ 100％ 100100100 ％

（立 田）
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5 ．教員に よ る読書教育へ の 取 り組み の 状況

　 こ こ で は、各教員の 読書教育へ の 取 り組み

の 状況 を取 り上げ る 。 読書教育につ い て は 、

  学校図書館の 活用、  読 書 に関す る課題設

定 、   読み聞か せ やブ ッ ク トー
ク、ア ニ マ シ

オ ン な どの 多様 な指導に加 えて 、  読書 環境

の 整備 、  学校 内外 の 多様 な主体と の 連携 と

い う 5 点が 重要 な方策 とな る。こ こ で は 実際

の 教員の 取 り組 み の 状 況 を見たい （表 3）。

　教員 自身に よ る学校 図書館 の 利活用 に つ

い て は、学校 段階に 関わ らず、約 9 割 が利活

用 を行 っ て い る 。 具体的に は 、「学校 図書館

の 利活用 を児童 ・生徒にすすめ る 」、
「学校 図

書館の 新刊紹介を し て い る」、
「教科等の 学習

に あた っ て学校 図書館を利 用す る 」の 3 項 目

が 主たる利用法 で あ り、読書教育の 中心的な

方法 とな っ て い る。

　次に 、回答の 割合 が 高か っ た項 目と し て

「夏休みや冬休 み の 課題 と して 読書を課す」、

「おすす め の 本 を授業や、学級通信 、 掲示 で

紹介す る」、
「教科等 の 指導 に際 して教科書以

外 の 本 も活用す る 」、「おすすめ の 本 の リス ト

を利 用 して い る」が挙げ られ る 。 こ れ らの 項

目に つ い て は 、小 ・中 ・高の どの 学校 段階で

も 7 割を超 え て お り、様 々 な機会 に本 を紹介
した り、読書に 関す る課題 を設 定 し た りす る

こ とに よ っ て 、 児童 ・生徒に 読書に 取 り組む

よ う促 して い るこ とが うか がえ る 。

　
一方 、 読 書環境 の 整備 に つ い て は 、 学校段

階に よ る差 も見 られ た。例 えば、「目標 とす

る読 書量を設 定 して い る」、「教室 に学級文庫

を揃 え る 」、「公 共 図書館か ら
一

定期 間本 を借

りて 教室に 置 く」 とい っ た項 目に つ い て は、
小 学校で は 取 り組み が比 較的多 くな され て

い るが 、 高校に な る と割合 が大 き く下 が る。
一方 、 学校司書や、学年担 当、そ れ以 外 の 教

員 と協働 で 読書 推進 の 試 み を して い る と い

う学校内の 教職 員 の 協力 に 関す る項 目に お

い て も、
一

部 の 学校段階を除き、5 割〜7 割

程度 の 割合に留 ま っ て い た。 「読 み 聞か せ ボ

ラ ン テ ィ ア を活用 して い る」 学校 も 、 中学

校 ・高校 で は 半数 以 下に留ま り、中 ・高で は

学校 内外 の 関係者 と協力 し て 読書教 育 を推

進 して い く体制 が 十分で な い
。

表 3　読書教育の実 施の割合 （学校段階別 ）

（小、中、高校そ れ ぞ れ の ％。太字 は上位 5 項 目 。 斜体は 下位 5 項 目 。 ）
読書指導計画
に基づいて

　　指導

　目標 とする

読書量の 設定

教室に 学級
文庫 を備える

公 共図書館か
らの 本の 貸借

児童・生徒に お
すすめ の本を

　　 渡す

おすすめの本
の リス トを利 用

おすすめ の 本

を授業などで

　 　紹 介

小 学校 88．2％ 86．7％ 95．〔脱 76．1％ 75．2％ 79．9％ 86．5％
中学校 79．1％ フ2．4覧 87．5％ 549 ％ 66．4咒 76．5％ 859 覧

高校 66．2拓 55．9％ 58．3％ 3 〃 ％ 5ア，6％ 72．4％ 82．3％

学校図書館の

　新刊紹介

読み 聞か せ 、
ブックト

ー
ク

多 様な読み 方

　 の 指導
読み方を明示

　 した指 導

教科 等の指導
に おけ る教科
書 以外 の本 の

　 　活 用

学校 図書館の

利 活 用 の 推進

公共 図書館に

　行 くこ とを

　すすめ る

小 学校 89．9咒 94，9覧 695％ 555 班 89．8％ 95．8％ 80．9％

中学校 91β％ 65，3％ 554鴨 4Z1 侮 84．5咒 93．5％ 70．8％
高校 go．2％ 47，6％ 44，7瓢 3Z8％ 77．1％ 88．4％ 63．5％

教 科 等 の学 習
で の学校 図 書

　館 の活用

よい 本を保護

　者に 紹 介

宿題 として

読書を課す

長期の 休み に

課題として 読 魯

　 を課す

読書 感想文な
どの 提 出を

定期的に課す

読書感想文な
どの 提出を

長期の 休み で

　 　課す

学校 司書との
　　協働

小 学校 95．3覧 70，0咒 83．4％ 94．0％ 76．5％ 83．6％ 6z9％

中学 校 90．2％ 58．2％ 61．0％ 82．9％ 62．4％ 81．8％ 61．8％
高校 80．7％ 47．フ％ 53．1％ 72．4％ 47．4％ 64．5％ 62．8％

学年担 当の

教員との 協働

学 年担 当以外
の 教員 との

　 　協働

企画を立てて

　 実施

上級生に よる
下級 生へ の 読

み聞かせ 時間

　 の 設定

読み 聞かせボ
ランテ ィア の

　 　活 用

児童向けの 本
をなるべ く読む

読書教育に関

する研修会の

　　実施

小学 校 822 ％ 6Z7寤 82．0％ 75．9黠 88．7％ 824 ％ 524％
中学校 68．1％ 58．3％ 602％ 413 影 4豆0％ 71．0％ 433彫

高校 58．7％ 50．3％ 52、1％ 323 ％ 343 聒 58．1％ 367 寤

　さらに 、
「比 べ 読 み、速読、摘読、多読な

ど多様な読み方 を指導 して い る 」 「上級 生 に

よ る下級 生 へ の 読み 聞か せ の 時 間を設 定 し

て い る 」、「『リテ ラチ ャ
ー ・サ

ー
ク ル 』『読書

へ の ア ニ マ シ オ ン 』等の どの よ うに本 を読 め

ばい い の か を明示 し た 指導法 を行 っ て い る」

と い っ た比較的高度な指導法の 項 目に つ い

て は 、 他の 項 目に 比 べ て 、回答率が 低くな っ
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て お り、読 書 に関 して 多様な指導が で きて い

な い こ とが うか が え る。 「読み 聞かせ や ブ ッ

ク トーク を行 う」 に つ い て も、小学校で は 9

割以上 と熱心 に 取 り組まれ て い るが
、 高校で

は 半数以下に 留ま り 、 学校段階に よ っ て 差が

見 られ る。

　 こ の 1 つ の 要因 と して 、読書教育の 方法 を

学ぶ機 会 の 少 な さが挙 げられ るだ ろ う。「読

書教 育に 関す る研修 会を実施 し て い る」と い

う項 目の 回答 を見 る と、小 学校 で 5 割 強、中

学校 で 4割強 、高校で 4 割弱 に留 ま っ て お り、

読 書 に 関す る 多様 な指導 方法 を学ぶ 機 会 が

十分 で ない こ とが分か る 。

　 こ の よ うに読書教育の 取 り組みは 、総 じて

小学校 にお い て 最 も積極 的で 、中学、高校 と

学校段 階が 上 が るに っ れ て 、低 ま る傾 向に あ

る 。
こ の こ とに つ い て は 、学校段 階が 上 が る

に つ れ て 、生 徒 の 自主性 を重 ん じ る よ うに な

るか らとい う説 明で は十分 で ない 。 む しろ 、

学校段 階に応 じた読 書教育 の 推進 が 、中学や

高校 で 十 分に 図 られ て い な い と見 る こ とが

妥 当で は ない だ ろ うか。

　それ で は 、 教員の 個人属性 は読書教育や学

校図書館の 活 用 に どの よ うな影 響を与 える

の だ ろ うか。こ の こ とを検討す るため に 、 学

校 図書館 の 活用頻度 （児童 ・生徒 の 調 べ 学習 、

児童 ・生徒の 読書、教材研 究、学校 図書館担

当者 へ の 相談、調 べ 学習に必 要な資料の 事前

確認 、児童生 徒に すす め る本 を探す 、教科書

の 学習の 発展本 を探す 、自分 自身の 読む本 を

探すの 8 項 目 の 合算 、 信頼性係数 ：0．853）
を従属変数に して 、 そ の 規定要 因 を分析 した

（表 4）。

　まず 、小学校 、中学校、高校の 教員 に共 通

す る要 因 と し て 、司書教諭資格が あ る こ と、

教員 自身に調 べ 学習経験が ある こ と、 読書 に

関す る研 修に参加 した 経験が あ る こ と 、
1 ヶ

月 当た りの 読書 冊数 が多 い こ とが 挙 げ られ

る 。 学校図書館 に関 して は、資料 の 充実度 と

い う点が 中・高で 、ア クセ ス の 良 さが高校 で 、

教員 自身 の 時間 の 余裕が小 学校 と高校 で 有

意 とな っ て い た。

　以 上 の こ とか ら、  教員 自身 の 大学で の 授

業の 受講経験や調 べ 学習の 経験、  教員に な

っ た後 の 研修 な ど を通 じた 読書教育の 方 法

の 学習、  教員 自身の 日常的な読書冊数、 

学校図書館 の 資料 ・環境 の 充実 とい っ た 要因

が 、教 員 の 学校図書館利用 を規定する と推 測

され る。

　　　　　 　　　　　　　 　　　　 （荻野）
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表 4　学校図書館 の活 用頻 度の 規定要 因 （重回帰分析 の 結 果）

　小 学校教員

B 　 　 　 　S．E．

　中学校教員

B　　 　　S．E．

　 高校 教 員

B　 　 　 S．E．

司書 教 諭資 格有

調べ 学習経験有

教 員歴 　　　　　　　　 10年以上 20年未満

（参 照カテ ゴリ：10年未 満 ） 20年 以 上

研修 参加 経 験有

読書冊 数

学校 図書 館 の資料 の 充実度

学校図書 館 へ の ア クセス の 良さ

学校 図書 館 を利用 で きる 時間 の 余裕

0．4861

．2830

，6260

．5732

．3380

，3020

．3250

．2290

．フ62

0，239　＊

0．294　＊＊＊

0．301　＊

0．252　＊

0，219　＊＊＊

0，036　＊＊＊

0，1690

，1470

．163　＊＊＊

1．262　　　0，323　＊＊＊　　 2．477　　　0．418　＊＊＊

1．305　　　0．392　＊＊　　　1，074　　　0．401　＊＊

−0．397　　　0．447　　　　　
−1．445　　　0．585　＊

−0．247　　　0．365　　　　　−0．260　　　0．500

2．252　　　0，321　 ＊＊＊　　 3．796　　　0．416　＊＊＊

0．308　　　0．055　＊＊＊　　0．466　　　0．063　＊＊＊

1．267　　　0．228　＊＊＊ 　　 1．659　　　0．262　＊＊＊

0．328　　　0．191　　　　　　0，467　　　0．224　＊

0．007　　　0．005　　　　　　0．843　　　0．281　 ＊＊

定数

F値

dfN

調整済み R2

12．355

　 33．452

　 　 　 9

　 　 1972

　 　 0．129

0．735　＊＊＊　 　 9．363
＊＊＊　　　　 23．962

　 　 　 　 　 9

　 　 　 　 1072

　 　 　 　 0．162

0、967 ＊＊＊　　 4．446

＊＊＊　　　　46．561

　 　 　 　 　 9

　 　 　 　 1010

　 　 　 　 0．289

1．151　 ＊＊＊

＊＊＊

＊＊＊p＜．001　＊＊p＜．01　＊p＜．05

一 49 一

N 工工
一Eleotronio 　Library 　


